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令和７年度　徳島県立徳島中央高等学校【定時制課程夜間部】学校評価計画　 

 

【令和７年度　徳島県立徳島中央高等学校学校経営方針】 

１　本校の教育目標 

　（１）基本目標 

　　　　生命を大切にする心を育み、心豊かな人間を育成する。学ぶ意欲と熱意に応えて、多様な学習形態と学習機会を提供し、一人一人の生徒が主体

　　　的に学ぶことができる定時制・通信制教育を展開する。 

 

　（２）重点目標（中期目標） 

　　　①　基本的生活習慣を確立し、生徒一人一台端末を活用して、基礎学力を定着させるとともに、キャリア教育、体験的活動と教育的支援の拡充を

　　　　図ることにより、社会的・職業的自立ができる生徒を育成する。 

　　　②　人権教育、道徳教育、安全教育を推進し、人権尊重の精神を尊び、自主的・自立的に行動できる人間を育成する。 

　　　③　目標に向かって地道に努力する生徒を育成し、一人一人の生徒の良さを積極的に見つけ、伸ばしていく学校づくりに努める。 

　　　④　学校運営のビジョンを教職員と保護者、地域や産業界の方々と共有し、互いにパートナーとして、連携・協働のもとに「社会に開かれた教育

　　　　課程」の実現に向けた取組を充実させていく。 

 

２　本年度の重点目標 

　（１）生徒の学びの充実 

　　　① 徳島県GIGAスクール構想の推進（教育DXを加速） 

　　　② 人権教育の充実（他者の思いや考えを的確に理解できる想像力を育成） 

　　　③ 特別支援教育の充実（特別な支援を必要とする生徒への対応） 

　　　④ 主権者、消費者、防災教育の充実（成人年齢引下げに対応した安全で安心な教育） 

 

　（２）教職員の資質向上 

　　　① コンプライアンスの推進（わいせつ、ハラスメント行為の根絶徹底と高い倫理観、強い使命感の醸成） 

　　　② 次世代を見据えた人材育成（校内研修の充実とチーム学校として年代を超えた学び合い） 

　　　③ 働き方改革の推進（業務の効率化と簡素化を推進） 

 

　（３）学校の特色化、魅力化（目指す学校像） 

　　　① スクールポリシーの共有（生徒一人一人が主体的な学びに取り組むことを支援） 

　　　② 地域に開かれた学校（定期的な情報発信） 

　　　③ 生徒、保護者が学びたい、学ばせたいと思う学校（様々な体験活動を通じて豊かな人間性や社会性を育む） 

　　　④ 地域から信頼され、愛される学校（保護者、地域住民や学校運営協議等の意見を的確に反映させる） 
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重点 自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題 
 と 

課題 評 価 指 標 と 活 動 計 画  評　　　　　　価 総合評価 学校関係者の意見 今後の改善方策

 評価指標(数値目標) 活 動 計 画 実施状況及び評価指標による達成度 （評定） マルチ基礎の学習では ①「マルチ基礎」における
(１) B 多くの生徒さんが意欲 基礎学力の定着は、国語・

① ①-1　基礎学力確認テスト得点30点 ①-1　学校設定教科「マルチ基礎」 ①-1　「マルチ基礎」への生徒の取 的に取り組み、学力の 算数の基礎力不足の生徒も
 未満の生徒割合を５％（１～２名） や課外学習時間「ハッピータイム」　り組みは大変よかったものの、基  ①　全体的には熱 定着が見られ素晴らし おり、その向上にはまだま
 未満にする。（学力向上） を活用することで、基礎・基本的 　礎学力の定着に関しては、得点３ 心に取り組むこと い結果が出ていると思 だ時間がかかると思われる。
  知識・技能の定着を図る。 　０点未満の生徒が２名見られた。 ができたものの、 う。 十分なマンパワーがない中、

     生徒それぞれの特 リソースをどのように他の
 ①-2　意欲的に授業に参加できた生 ①-2　生徒の意欲、関心を高めるた ①-2　アンケートによると、９０％ 殊な事情により一 「意欲的に授業に参加 生徒の学力指導にまで平等
 徒の割合を９０％（３１人）以上 めに授業改善を推進し、授業力向 　の生徒が意欲的に授業に参加でき 部目標の達成には できた生徒の割合」は に回せるかが課題である。 
 にする。（学力向上） 上週間を年２回以上実施する。 　たと答えた。 及ばなかった。 ９０％と高く生徒の学   最近の北欧諸国の教育方

        過去４年間で、 習意欲を引き出す取り 針転換を見ても、ICTという
 ①-3　生徒の授業満足度を９０％ ①-3　授業のユニバーサルデザイン ①-3　年間２回にわたり、ICT活用 　ICTを活用した授 組みが評価できる。 方法だけにとらわれるのは
 (３１人)以上にする。（学力向上） 化を推進し、わかる授業かつ生徒 　した授業デザインの授業習慣を持 　業の促進を進めて  なく、目の前の生徒とのコ

   の満足度の高い授業を実施する。 　ったが、生徒の満足度は８０％に 　きたものの、生徒 　ＩＣＴの活用の満足 ミュニケーションや生徒が
    　とどまっている。 　の学力や意欲は頭 度は８割となっている 抱える困難の理解、具体的

 ①-4　生涯学習および望ましい勤労 ①-4　学校設定科目「職業基礎Ａ」 ①-4　ここ数年にないほど生徒の就 　打ち状態にある。 が、デジタル機器を活 なアクションの大切さを感
 観、職業観を育むことができるよ をはじめ、学校行事や総合的な探 　職に対する意欲が高まっている様 　　学校がない日中 用した学習方法は万能 じる。 
 うな取組を月１回以上実施する。 究の時間、ＨＲ活動の時間などで、　子が、会社見学希望数の向上や生 　は、仕事をするの ではないので、それぞ 　また、生徒の授業満足度
 （学力向上） 生涯学習や健康の重要性、望まし 　徒の言動に見られる。 　が普通という感覚 れに合ったやり方が分 においては、高い進路目標

    い勤労観、職業観を育ませる。                                 　になりつつある。 かれば十分なのではな を持つ一部の生徒が夜間部
                                いかと思った。 の学びに不満を感じており。
② ②-1　「人権委員会」の活動を年７ ②-1　生徒同士が互いの個性を認め ②-1　人権委員による「中央人権の ②　生徒の興味関心  夜間部本来の教育目標を確
 回以上実施し、生徒一人一人が、 合い、自他の人権を尊重できる態 　日」の人権啓発放送を年８回行い、 や学習状況に応じた 　高い進路目標を持つ 認しつつ、対応したい。 

  いじめ等の身近にある人権問題や 度を身に付けさせるため、人権ホ 　それ以外にも人権委員による活動 展開ができたと感じ 生徒への対応を高め
   人権課題について自分のこととし ームルームや人権委員会の活動を 　を各学期に１回行うことができ　 るが、人権意識につ る。

   て捉え、解決しようとする姿勢を 充実させる。 　た。活動時には、第１回の人権ホ いてについては今後 ②　レジリエンスについて
 身につけられるようにする。（人  　ームルームで行った人権意識調査 も実践を重ねていき 「生徒の満足度」は８ は、各年代の生徒ごとに受

    権教育課） 　のアンケート結果を基にテーマを たいと考える。 ０％と一定の成果は認 け取り方に違いが見られた
   　Ａ:年７回以上実施 　決定した。また、人権映画鑑賞会 　レジリエンスで められるものの、さら が、全体を通しては自分の
    　Ｂ:年６～４回実施 　も実施した。 は、生徒によって受 なる向上に向けて、授 内面と向き合えたという感

      Ｃ:年４回未満の実施 け取り方に大きな違 業方法や学習支援の在 想が多かった。次年度以降
    いが見られた。不登 り方について、どの点 も引き続き実践をしていき

  ②-2  ホームルーム活動や総合学習 ②-2　レジリエンスを生徒に育み、 ②-2　レジリエンスに関する人権ホ 校を経験している生 を重点的に改善すべき たい。
  の時間を利用し、レジリエンスを 一人一人りを共感的に受け止め、 　ームルームを、１年次に３回実施 徒にとっては、学校 かを整理することが課

 育む教育を実践する。(人権教育課） 前向きに学校生活を送れるように 　することができた。 に意識を向ける足が 題ではないか。  
     　Ａ:年５回以上実施 　支援する。 かりになったことが   ここ数年にないほど
      　Ｂ:年３～４回実施 感想から見られた。 就職に対する意欲が高

        Ｃ:年３回未満の実施 まっているのは良い傾
       向
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③ ③-1　校内研修会に全員参加する。 ③-1　生徒の実態に応じた教育相談 ③-1　多生徒の実態に応じた教育相 ③　生徒の個別状況 「ここ数年にないほど ③  生徒の意識改革は、1年
 （特別支援教育課） や特別支援教育に関する知識や技 　談や特別支援教育に関する知識や を見ながら、それぞ の生徒の就職に対する 間ではできない。入学時か
  　Ａ：年２回以上参加 術向上のための校内外の研修会へ 　技術向上のための校内外の研修会 れのニーズに応える 意欲が高まっている」 ら常に働きかけることで、

  　Ｂ：年１回参加 の積極的な参加を促す。 　への積極的な参加を促すことがで ことができたと考え とあるが、その理由が 数年後に変化が出る。どの
  　Ｃ：参加できなかった  　きた。 る。 知りたい。 ような学校活動を通しても

  ③-2　就業体験や会社見学をした生 ③-2　他の機関とも連携し、生徒の ③-2　数名の生徒が複数箇所の見学    生徒の間で、学 働きかけを怠らないことが
 徒の割合を対象生徒全体（１年生 希望する職種への就業体験や社会 　に行ったため、１０５％（在籍数 校に来ていない時間 　生徒個々の特性に応 大切である。また、本校生

  を除く）の５０％(１０人)以上に 参加の機会を推奨する。 　２１名中参加延べ数２２名）の就 を、だらだら家で過 じた学習指導が展開さ 徒は、教員がどれだけ働く
 する。（進路指導課）  　業体験や会社見学への参加率とな ごすのは恥ずかしい れており生徒の授業満 ことに意欲的かという部分

    　った。 という感覚が芽生え 足度アップにつながっ もシビアに見ている。我々
 ③-3　支援相談員と早期から密に連 ③-3　支援相談員やハローワーク等 ③-3　１００％（６人中６名）の生 てきているように思 ている。日頃の勤労意 自身の就労意欲も意識しな

   携を図り、就職希望者の卒業生の と連携を密にし、生徒に適したア 徒が、就職内定に至っている。残り われる。 欲への意識付けが浸透 ければいけない。
 就職率を１００％（７人）にする。 ルバイト先を開拓する。 １名は進学。  している。  

       （進路指導課）
      　生徒がお互いを尊重

 ④-1  エシカルクラブを中心とした ④-1　地域社会での校外学習及び地 ④-1　PTA研修会を、エシカルと関 ④　調理実習や野菜 し自他を認め合うこと ④　エシカルという取り組
④ 　エシカル消費の周知及びエシカル 　域住民を巻き込んだ取組を実施す 連付けて行うことで、本校の取り組 の栽培などを通じ の大切さ、自己肯定感 みを知らない生徒が多い分、

　教育の推進をする。（エシカル教 　ることで、本校のエシカル消費教 みを伝えるとともに、地域の方も交 て、地産地消の大切 を養う取り組みが展開 実際に学習をしてからの取
    　育） 　育の取り組みを知ってもらう。 えて活動を行った。 さやエシカルとは何 されている。 り組みに対する意欲は高い

    かについて学ぶこと ように感じた。地域社会と
④-2  エシカル消費についての学習 ④-2　エシカルクッキング等の体験 ④-2　総合的な探究の時間や文化祭 ができたが、全体を 　幅広い年齢層だかこ 関わる上で大切な考え方を
活動では、全体で年間５回以上の 活動を取り入れ、生徒一人一人の の準備などを通して年間５回以上実 通しての活動回数が その人権意識の定着を 教員側が生徒にどう伝えて
体験活動を実施する。（エシカル エシカル消費の理解を深める。 施することができた。 目標に他する事がで どう行っていくかとい いくかによって、意識も変
教育） きなかったのが課題 う難かしさ。言葉でい わると感じたので、次年度

である。 ういのは、簡単ですが も引き続き積極的な取り組
 現場の苦労を感じる。 みを実施していく。

 

重点                                  自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題 
 と 

課題 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評　　　　　　価 総合評価 学校関係者の意見 今後の改善方策

 評価指標(数値目標) 活 動 計 画 実施状況及び評価指標による達成度 （評定） 　風通しのよい職場づ ①引き続きハラスメント行
(２) Ｂ くりを推進している。 為の根絶と高い倫理観の醸

① ①-1　管理職による教職員面接を年 ①-1　教職員との積極的な対話を通 ①-1　　年２回の管理職面接や連絡   面談でのコミュニケ 成に努めるとともに、教職
 ２回以上実施し、ﾊﾗｽﾒﾝﾄ行為の根 し教職員一人一人の理解を深める 会を通して傾聴を心がけ、心身の ①高い倫理観を維持 ーションを出来る限り 員一人一人のメンタルヘル
 絶徹底と高い倫理観の醸成に務め とともに、適切な指導・助言に努 健康とﾊﾗｽﾒﾝﾄの根絶撤廃に努め し、１年を通して 密に行い、風通しの良 スの維持・向上を重視し、
 る。（管理職）　 める。 た。 生徒を第一に考え い職場環境を作る。 定期的な面談等を通じて 

    た学校運営を行え 　ハラスメント認識の 心身の状態の把握に努め、
 ①-2　事故等の緊急事態発生時の対 ①-2　緊急事態発生時の対応マニュ ①-2　緊急時発生時のマニュアルを た。また災害を想 部分については、繰り 安心して職務に専念できる
 応を職員間で共通理解しておく。 アルを作成し、研修を開いて各自 作成し、避難訓練で活用した。また、 定して生徒・職員 返しの研修を必要と感 職場環境づくりを進めたい。 

     （防災環境教育課） の役割や避難所運営の手順を確認 避難訓練は10月までに2回行った。 の命を守る訓練や じています。
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      しておく。 確認も実施できた 防災への意識や意思統一は
② ②-1　メンター機能が働く協働的な ②-1　週１回定例の職員会議で分掌  ②-1　定例職員会議等で生徒状況 ②　職員会議等では  まだまだ完全ではないので、
 体制を構築し、世代を見据えた人 間、教科間の問題を共有すること を共有し、指導の方向を確認しなが 学年、分掌を超えて 　生徒の状況を学年・ 違った形でのアプローチを
 材育成を行う。（管理職） で、チーム学校としての機能を高 らﾍﾞﾃﾗﾝ若手共にﾁｰﾑとして日々の業 話合いができており 分掌等の枠を超えてチ 行っていく。 
  める。 務にあたった。 力を発揮しやすい職 ームとして共有し、ベ  

     場環境作りを心が テラン教員と若手教員 ②③
 ②-2　職員・生徒に対して、「校内 ②-2　職員・生徒に対して、「校内 ②-2 校内心肺蘇生法講習会、ＡＥ け、チーム学校とし が役割を補完し合いな 引き続き校内安全管理体制
 心肺蘇生法講習会」等の研修会を 心肺蘇生法講習会」等の研修会を Ｄ講習会との研修会を実施すること て総合力向上に努め がら支援に当たれてい の充実を図ると共に教員の
 年１回以上実施する。（保健厚生 年１回以上実施し、安全管理体制 ができた。 た。 る点は、「チーム学校」健康状態に配慮し、１年を

     課） の充実を図る。 の実現に向けた取組と 通して心身共に健全に働け
      して高く評価できる。 る校務分担を行う。

③ ③　ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽのとれた働き方を ③　校務負担のバランスに配慮し、  ③定時退勤を徹底し、風通しのよ ③教員の心身のバラ
推進し、教員が心身共に元気に働 年休の取りやすい雰囲気作りと、 い職場環境作りを心がけた。先生方 ンスに配慮した職場
ける風通しの良い職場環境を作 定時退勤を心がける。 それぞれに力を発揮していただい 環境作りを行った。
る。（管理職） た。

 

重点                                  自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題 
 と 

課題 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評　　　　　　価 総合評価 学校関係者の意見 今後の改善方策

 評価指標(数値目標) 活 動 計 画 実施状況及び評価指標による達成度 （評定） 　様々な活動を通し  
(３) Ａ て、地域との連携関係  

① ①-1　アルバイト等を行う生徒を現 ①-1　就職を希望している者で、必  ①-1　９３．５％（２９名）の生 機関との連携が図られ ①今年度、卒業生の就活へ
 状の６０％(２１人)から全体の７ 要な者には就職支援員との面談 徒が就労している。（３０歳以上  ①　総合的に、就 ている。地域との防災 の意欲がほかの学年の生徒
 ０％（２４人）以上にする。（進 時間をもつ。 の成人は母数から省く） 労意識が高まり、 活動を積極的に行うな をも刺激して、自分の進路

    路指導課） 生徒の自主性が見 ど、生徒自身の意識改 を見据えた活動ができた。
 ①-2　出張授業や看護体験・インタ ①-2　進学希望者は１回以上体験行 ①-2　職場でのトラブル防止のため られることが増え 革や積極性が表れてき 次年度卒業生はこれをきっ

   ーンシップ等を推進し、校内研修 事やオープンキャンパス等に参 　の基礎知識について、徳島県労働 た。 ている かけに、自分の進路成功へ
 の機会を1回以上提供する。（進路 加する。 　委員会より出前授業を実施してい 　　インターシップ  と進めるよう、引き続き指

    指導課） 　ただいた。また、２月９日に、校 に参加し企業との ９割以上の生徒さんが 導したい。
    　内職業体験を実施することになっ マッチングがと お仕事なされていて皆

   ①-3　各種検定、資格試験に挑戦し ①-3　生徒の学力・学習状況を個人 　ている。 れ、資格取得への さん大変な中、学習さ
  た生徒の割合を全体の２０％(７ 面談や授業評価アンケートによ ①-3　３６％（９名）の生徒が何ら チャレンジは目標 れていると改めて感じ

 人)以上にする。（学力向上） り把握し、適性に応じた各種検 　かの資格取得にチャレンジした。 を達成することが た。そんな中で４割近  
  定、資格試験の受験を奨励する。  できた。 くの生徒さんが資格試 ②-1　夜間部志望か昼間部

     験にチャレンジされて 志望かが曖昧な状態での体
 ②-1　積極的に広報し、中央学校開 ②-1　学校開放、中学生体験入学、 ②-1　年間16回の中学生体験入学を ②-1　目標数値を達 いるのは素晴らしい。 験入学希望者が多かったの
② 放の日や中学生体験入学など本校 ＰＴＡ総会、文化祭等で保護者 　設定し、昼間部志望者も含めて多 成し、定時制高校で 年をとるにつれて座学 で、昼間部と連携を密にし

  夜間部での学びを希望する人たち ・地域社会との交流を深める。 　くの中学生や保護者に学校設備や の学びを希望する方 がつらくなるという側 て今後も定時制高校の学び
   への学校紹介の機会を年１０回以 　授業内容について紹介することが へ本校を紹介でき 面もある。今後もっと を紹介したい。

 上設ける。（教務課）  　できた。 た。 多くの生徒さんがチャ  
 ②-2　欠席連絡のない生徒の家庭に ②-2　保護者と連携し、毎日登校す ②-2　12月末時点で80%以上が出席 ②-2　授業に出席す レンジされることを期 ②-2　欠席や遅刻に関して
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 連絡をとり、授業に出席する生徒 ることの大切さを説明し、欠席 することができている。遅刻が多い る生徒が80%以上に 待する。。 は、進学・就職にも影響す
 が８０％（２７名）以上になるこ をしないように根気よく協力を 生徒には、日常の連絡の外、学期ご なるという数値目標  るため、毎日学校に登校す
 とをめざす。（生徒指導課） 求める。 との個人面談や、三者面談等で連携 については達成でき 　授業席率の未達成は るというのが当たり前にな

     し改善できるように努めた。 た。 残念。欠席や遅刻する るように、入学時から粘り
 ②-3　毎月５回以上ホームページを ②-3　ホームページ等を活用し積極 ②-3　学校行事での取り組みをホー  習慣があると社会に出 強く指導を行っていきたい。 
 更新し、情報発信を行う。（HP担 的に情報発信を行う。 ムページの夜間部日誌を利用し、情  て損をするので在学中  
 当）  報発信を毎月行った。  に徹底した改善が必要  

       かと思います。
  ③-1　年間４回以上の体験活動・交 ③-1　音楽鑑賞会や眉山登山、野球 ③-1　しらさぎ中との交流会、本課 ③ 教育活動を通し ③ しらさぎ中からの進学者

③ 流型の学校行事を実施する。（特 観戦・県立しらさぎ中学校との 程単独での眉山登山や野球観戦、三 て自己決定の場、自 　しらさぎ中学校との もいるので、スムーズな移
   別活動課） 交流会等を実施する。 宮周辺の自主研修等の行事を実施す 己存在感を醸成する 交流活動は、生徒のコ 行のためにも、さらなる相

    ることができた。 場を設定し、一定の ミュニケーション力や 互理解が図れるようにした
 ③-2　校内外で生徒自らが自分の意 ③-2　生徒全員が、生活体験発表会 ③-2　生活体験発表作文のクラス発 効果はあったと感じ 協働的に学ぶ姿勢を育 い。 
 見を述べたり、生徒を対象とした クラス予選で発表し、在籍 表会、校内発表会を開催し、全ての る。また、異年齢間 む機会として効果的で 　また生徒会を中心とした
 様々な行事で、生徒自らが主体的 中に一度は県大会の予選を兼ねた校 生徒が自分の体験を発表することが 交流の場にもなり、 あり、評価できる。 生徒主体による行事の運営
 に関わり、運営する機会を増やす。 内選考会で発表する。また、生 できた。また、校内研修会では、生 他学年とも積極的に  等、生徒の立場から自発的
 （特別活動課） 徒会活動に関わる人数を増やし、徒会が主体となった運営を行った 交流できるようにな  ・自治的な活動になるよう

     多くの生徒に役割があたるよう り、講師先生へのお礼を述べたりす ってきた。 に支援したい。 
    にする。 ることができた。 　次年度以降は、さ 積極的な課外活動への 　部活動は教員の数が少な
    らに活動の場を増や 参加が顕著にみられ く、設置できる部が限られ

   ③-3　部活動の加入率を５０％以上 ③-3　積極的に加入を呼びかけた ③-3 12月末時点での加入率は36％ していきたい。 る。 るので、生徒のニーズに対
   にする（特別活動課） り、部活動の内容を見直して、 であった。日中に仕事をしている者 自己肯定感を醸成する 応することが難しく、年度

     生徒の活動の場を増やす。 が増えた影響か、部活動に参加しよ 活動ができている。 により入部率は大きく変わ
      うとする生徒は減少傾向である。 ってしまうことが課題であ

  ④-1　生徒会役員を中心として毎月 ④-1　毎月の学校安全の日に合わせ ④-1 自動車登校や送迎がほとんど ④教育活動の場を通 行事等について、成果 る。
④ あいさつ運動を行う。（特別活動 て、生徒会役員を中心として行 になったこともあり、校門での活動 して地域の方とコミ をどの指標で評価し、  

  課） う。 をやめて、生徒会を中心に定期的に ュニケーションをと 次年度改善にどう反映 ④　災害時に小さい子ども
   安全を呼びかけるように変更した。 り、世代関係なく、 するかを明確にするこ や高齢の方、ハンディーキ
    協力したり、災害時 とが課題ではないか。 ャップのある方に対してそ

④-2　校内美化とゴミ分別に取り組 ④-2　「とくしまGXスクール」の認 ④-2　ナイトウィーキングや委員会 の対応について学ぶ  れぞれに適合した対応を考
む。また、地震等の震災により落 定取得を行い、行動方針に沿って、活動で地域と校内清掃活動に取り組 ことができていた。  えることのできる力を養え
下物がない環境作りに全校生徒・ 学校行事の前後で「ゴミゼロキャ んだ。防災面では、授業で落下物や  るようにしたい。
教職員が取り組む。（防災環境教 ンペーン」で校内美化とゴミ分別 倒壊の危険がないかの点検や火災報  防災意識づけの訓練
育課） の徹底に努める。 知器や消火器のなどの用途や位置を が実施されている。

   Ａ:全員が協力できた  確認した。「とくしまGXスクール」
 　Ｂ:８０％以上協力できた  は3年に1度の更新を終え、再び3年
 　Ｃ:６０％以下しか協力できなか  継続の見通しがついた。

った。

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   「評定」の基準 　　Ａ：十分達成できた　　　　Ｂ：概ね達成できた　　　　Ｃ：達成できなかった 


